





「A Study on the Ideal Way of Project Achievement Evaluation 」⑶
Focusing on How to Educate Citizens of a “Matured” Civil Society  










　    「閉じられた権力構造の時代」……少数エリートとフォロアー大衆の区別評価
　    「開かれた権力構造である民主主義の時代」……大衆もリーダー育成型学習と評価に
　    「開かれた過ぎた権力構造の時代」……教育の大衆迎合的評価・民主主義の迷走
４：成熟市民社会を担う主権者育成のための思想的論拠の再検討
　    「前期民主主義社会」の思想……「反権力・個の独立」
　    「後期成熟市民社会」の思想……「社会形成（協力・結合）・権力への参画」
５：成熟市民社会を担う主権者育成のための学習と評価の検討








































1）　テンニース『ゲマインシャフトとゲゼルシャフト』（上）　岩波文庫，1980 年，50p ～ 53p。
2）　 儒学で言う古代国家がこれであるが，東アジアではこのような国家観が根強く，この形態を持った国
家が最近まで存在していたし，現在でも伝統的国家観のなかには息づいている。
3）　 「プロジェクト達成度評価について ︵₂）『安田大学研究紀要』No. 39，No. 40 による。なお，以下での
拙論引用は，この 2つの論文に限るので引用紹介は省略する。























































































10）　 ヘーゲル『法の哲学　下巻』岩波書店，2001 年，258 節　438p。ここでは，ルソーの一般意志論を評
価しながら，それが共通的な段階のものにとどめたことを批判する。参考，上妻精『ヘーゲル　法の
哲学』有斐閣，1980，237p。
11）　大田秀通『ポリスの市民生活』河出書房新書，1975 年，97p ～ 115p。


































12）　橋場弦『丘の上の民主政治』東京大学出版，1997 年，48p ～ 53p。




15）　 ソフォクレス「オイディプス王」『ギリシア悲劇全集　2』人文書院，1971 年，223p ～ 269p によるが，
この劇の解釈については，山内登美雄『ギリシア悲劇』NHK ブックス，1969 年，140p ～ 147p に負
うところが多い。
16）　 プラトン『ソクラテスの弁明』河出書房新書，1974年，352p 他。ここでソクラテスは，ソフィストと自






































18）　 手嶋謙輔『海の文明ギリシア』講談社，2000 年，180p ～ 194p。レスボス島ミュティレネの反乱鎮圧，
メロス島制圧，シチリア遠征失敗など，民会での決定の危うさが証明されている。
19）　 エウリピデス「トロアーデス（トロイの女達）」『ギリシア悲劇全集　7』岩波書店，1991 年，117p
～ 206p によるが，この劇の解釈については，山内登美雄『ギリシア悲劇』NHK ブックス，1969 年，
179p ～ 185p に負うところが多い。



























20）　橋場弦『丘の上の民主政治』東京大学出版，1997 年，148p ～ 165p。
21）　 アテナイ市民達は「数の多さが判断の正しさに通じる」と単純に信じていたようだ。だから，「500 人
裁判」などが存在した。確かに，少数のものほど腐敗しやすいという点もあるし，1人より 3人の方




200 年祭には，ワシントンの「国立公文書館（The National Archives）」で記念展示をおこない，The 
Amecrican school of classical studies at athens『The birth of democracy』（1994）などの図書を出版す
るなど，国民にアテナイ民主政治の啓発を行った。今日のアメリカ民主主義でも，演説が一番の切り
札であり，その回数と広がりによる得票数が決め手の政治である。










































25）    上妻精『ヘーゲル　法の哲学』有斐閣，1980，238p.　
26）　 日本国憲法では「恒久平和」「政治道徳の普遍性」などを述べている。世界人権宣言では「人類」を
意識し，現在では「2011 国連ミレニアム開発目標」ではその普遍性の展開を掲げている。











大衆の知的レベルも進展したことは確かであり，それは，「PISA」（Programme for International 































































31）　 ヘーゲル『法の哲学　下巻』岩波書店，2001 年，264 節，438p。また，上妻精『ヘーゲル「法の哲
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